
 

－1－ 

令和３年３月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 令和３年３月１６日（火曜日） 

開 会 １５時００分 

閉 会 １６時４０分 

（２）場 所 直方市役所 ８階 第８０８会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 山本栄司 

教育長職務代理者 篠田尊徳 

委 員 中野昭子 委 員 阿部英子 

（２）欠席者 

委 員 内藤 誠治 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

  教 育 部 長 安永由美子 

  教育総務課長 熊井康之、学校教育課長 石丸直哉 

  学校教育課管理主事 大塚泰信、こども育成課長 塩田礼子 

  文化・スポーツ推進課長 原 寿江 

 

（２）書 記 

   教育総務課長 熊井康之 

 

４．会議式次第 
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○山本教育長 

  それでは時間ですので、始めさせていただきます。今年度最後の教育委員

会ということになろうかと思います。それでは教育長報告をさせていただき

ます。 

  １０日水曜日、まち・ひと・しごと創生総合戦略本部会議、総合計画策定

委員会の二つの会議が実施されております。第２期の直方市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の策定に向けて、第６回目になる委員会でございました。 

  １６日火曜日、学力向上検証委員会、北九州教育事務所が参加いたしまし

て、学力向上に向けました取組について直方西小と植木中に発表していただ

きました。コロナのために参加者を絞り込みまして、ＰＴＡ連合会の会長、

教育委員の参加は御遠慮いただいております。 

  １７日水曜日、東校区ふれあいアンビシャス広場県表彰の表敬訪問、県民

運動を通して行っております福岡県青少年アンビシャス運動におきまして、

直方東校区ふれあいアンビシャス広場が特に活動が優れているということで

評価をされ、県本部より表彰を受けました。その報告に表敬訪問いただいた

ということでございます。 

  １８日木曜日、初任研閉講式、初任者教諭２４名、養護教諭２名、１年間

にわたっての初任者研修が修了した閉講式でございます。 

  １９日金曜日から３月議会が始まりました。提案説明からでございます。 

  ２２日月曜日に市議会の一般質問が始まっております。 

  ２４日水曜日、奥野医院寄附ということで、谷尾美術館において奥野医院

の思い出と題しまして奥野千代子遺品展を行っておりまして、奥野様から御

礼ということで寄附金を頂戴しております。その受け渡しの式が２４日にご

ざいました。 

  ２６日金曜日、教育論文及び実践記録表彰式・発表会でございます。直方

市の教育論文実践記録に応募受賞されました１７名、それと県の教育論文、

教育マイスターの表彰が中止となりましたので、併せまして直方市で表彰を

行いました。今、申しました教育マイスター表彰でございますけれども、優

れた教育実践をし、指導技術が他の人々の模範となる教員を認定し表彰する

というもので、直方二中の英語の宅間先生が県から選出をされまして、表彰

されたということでございます。 

  ３月１日月曜日、定例校長会議を実施しております。内容ですが、３月議

会の報告、それから教育委員会の組織編制変更、それから令和３年度の教育

施策要綱についての説明等でございます。 

  ２日火曜日、第３３回新型コロナウイルス感染症対策本部会議、ワクチン

接種に向けての進捗状況等の内容でございました。 
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  ３日水曜日、附属長研最終報告会、附属小倉小中学校に本年度１年間の長

期派遣研修員として行っております。附属小倉中学校のほうに直方二中の井

上雄太教諭、社会科ですが、１年間の長期研修に行っております。その報告

ということでございました。私が参加をして聞いてまいりましたけれども、

立派に成長の跡がみられる報告でございました。 

  ４日のＤＸ推進本部会議、行政のデジタル化へ向けての会議でございます。 

  ５日、金曜日、徹底反復学習(隂山メソッド)研修会、直方西小学校のほう

で実施いたしました。これは後ほど、学校教育課長のほうから御紹介させて

いただこうと思いますが、学力向上に向けた一つの取組として来年度から直

方市１１小学校で実施したいと考えております。百ます計算とか聞き覚えの

ある言葉じゃないかと思いますが、隂山先生という方が今中心になって取り

組まれているのですが、基本的な生活習慣をきちっと確立させながら、そう

いった徹底反復の基礎基本の充実を図るという取組で学力向上につながって

いきたいところです。その第１回目の研修会を西小で実施をしたところでご

ざいます。 

  ９日火曜日、保育所訪問、新入ひまわりこども園、今年度から初の試みと

して、新入ひまわりこども園で第１回目ということで実施いたしました。中

野委員のほうに御参加いただきまして、県立大の教授２名にも御参加をいた

だいたところでございます。今後もこれを定例化していきたいと考えている

ところでございます。 

  １０日水曜日、教育研究所２年次研究員修了式を実施いたしました。学校

に在籍したままで２年間の研究所員としての研修を終了したお二方おりまし

て、感田小の甲斐先生、それから植木小の野田先生２名ということでござい

ます。 

  １２日金曜日、中学校卒業式、教育研究所運営委員会がございました。中

学校卒業式は、委員の皆様方にも御参加いただいたところでございます。１

６日火曜日、今日と明日と小学校の卒業式が続きます。この後、卒業式に関

することでございましたら、お聞かせいただきたいと思います。 

  １５日月曜日、第２回ＤＸ推進本部会議がございました。 

  １６日火曜日、小学校の卒業式でございました。それと本日の３月定例教

育委員会を実施しているところでございます。 

  裏面にまいりまして、１７日水曜日、残りの小学校５校の卒業式がござい

ます。それと部活動外部指導者選考委員会ということで、現任者の９名の更

新についての内容でございます。 

  ２２日月曜日、不祥事防止対策検討委員会を行います。 

  ２５日木曜日、教育長会、その後引き続いての臨時校長会議、来年度に向
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けての内示の伝達という内容になってまいります。それから、長期派遣研修

命令書交付式ということで、来年度の長期派遣に行かれる先生の辞令交付を

行います。それから、直方文化青少年協会評議員会がございます。 

  ３０日火曜日、文化財専門委員会が行われます。 

  ３１日水曜日、臨時校長会議、主な中身は人事異動の総括ということにな

ってまいろうかと思います。退職者辞令交付式、本年度の退職者、早期退職

等も含まして１５名が退職の予定でございます。それから、新任管理職等辞

令交付式、新任管理職等服務宣誓式が３１日の時点で実施をされるという予

定となってございます。 

  以上、教育委員会の行事予定ということでございます。何か御質問等ござ

いましたらお願いいたします。 

  それでは、明日の小学校の卒業式、明日もよろしくお願いいたします。 

  では、教育長報告は以上で終わらせていただきます。 

  議案に入ります。議案第３６号、令和３年度直方市教育施策要綱について、

お願いいたします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  議案第３６号、令和３年度直方市教育施策要綱について、別紙のとおり提

案する。令和３年３月１６日、直方市教育委員会、教育長、山本栄司。 

  提案理由、直方市教育委員会事務委任規則第２条第１号の規定により提案

するものでございます。資料の１をお願いいたします。 

  教育施策要綱は、施策要綱の２ページ、３ページにございます直方市教育

大綱の実現に向け、令和３年度に各課が取り組む事業について記載しており

ます。各課の重要なポイントを説明させていただきます。 

  教育総務課は、４ページから６ページまでになっておりますが、５ページ

をお願いいたします。 

  ２番、教育環境の整備・充実のうちの（１）、老朽施設対策といたしまし

て、今年度外壁改修いたしました直方北小、新入小、植木小の内部の工事を

行ってまいります。また、トイレ快適化事業といたしまして、直方南小と下

境小学校のトイレ改修を行いたいと考えております。 

  （２）でございます。長寿命化と学校再編の検討ということで、新たに項

目を上げております。今後の学校の再編等を見越した中で、施設改修等を行

っていくべきではないかという意見が上がっております。長寿命化計画との

整合性を図りながら、また、学校給食の提供方法も併せまして検討してまい

りたいと考えております。 

  ３番、食育の推進におきましては、(４)中学校給食提供方法の変更という
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ことで、令和３年度中に、工事、備品の購入、それと保護者への伝達、調

理・搬送業務委託等を行っていきたいと考えております。 

   

○学校教育課長（石丸直哉） 

  続きまして、学校教育課の主要施策の説明をいたします。７ページから１

１ページになります。県の取組を参考に市も進めるようにしております。 

  確かな学力、豊かな心、健やかな体、特別支援教育、開かれた学校づくり

というのが柱になります。それはもう１０年前ぐらいからずっとその柱で取

組を行っています。特に、直方市の課題は学力向上、不登校児童生徒の数を

減らす、そこが一番大事だと考えています。 

  ７ページ、確かな学力の育成ですが、一番大事なのは先生たちが一人一人

授業をしっかりできること、若い先生が多くなってきますが、その授業改善

する研修を含めてしっかりやっていこうと考えています。 

  (２)基礎学力の定着、補充学習の推進、その中で先ほど教育長からお話し

ていただいていますが、帯時間等を活用した取組の充実ということで、１時

間目から６時間目以外にも学習時間を設けていて、帯時間と言っています。 

  朝に１５分、１０分、昼に１０分とか、その時間で基礎基本を定着する。

それに隂山さんの脳を鍛える、活性化するという学習を取り入れていこう 

と考えています。また後で詳しく御説明いたします。 

  (３)グローバル化に対応した教育の推進ということで、特に英語の力を入

れていこうというふうに今年度も考えています。８ページにかかるのですが、

中学校で英検ＩＢＡという取組を行って、全子供たちが昔で言う英検の試験

を受けております。最近、全国平均に近づいてきていますので、この勢いで

頑張っていきたいなと思っています。 

  来年度は特に一番力を入れるのは、ＩＣＴを活用した教育活動の推進、

（４）番です。１人１台のタブレットが導入されますから、それをどういう

ふうに使うのか、学習ソフトを入れる、デジタル教科書というのも使います。

電子黒板を使った授業、そういう新しい授業をしっかり１年間でできるよう

に研修等も積み重ねていきたいと思います。 

  ２点目の豊かな心の育成は、道徳、または体験活動、そういったところを

しっかりやって、いじめと不登校の問題も併せて解決していこうと考えてお

ります。 

  ９ページになります。健やかな体の育成に関しては、運動、スポーツ、コ

ロナ禍で大変ですけれども、しっかりやっていきます。 

  あと、特別支援教育の充実、信頼される学校づくりに関しては今年度と同

様に取組を行っていきます。 
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  １１ページ、（３）番の学校・家庭・地域の連携強化ということで、コミ

ュニティ・スクールの推進ということで、南小と植木小が本年度から学校運

営協議会を立ち上げます。あと３校は準備の学校になるんですけれども、下

境小学校、上頓野小学校、新入小学校で来年度準備して、翌年に立ち上げる

という取組を行っております。以上です。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  こども育成課です。１２ページ、１３ページに記載させていただいており

ます。 

  今年度につきましては、母子保健係が教育委員会にあるというような形で

事業を展開してまいりましたけれども、来年度に関しましては組織が変わり

まして、子供の予防接種、健康診断、発達支援、全戸訪問、ネットワークづ

くりなど、市民部のほうに移管されることとなりました。こども育成課の２

年度から３年度の大きな違いということになります。教育委員会から市民部

に移管されたとしても、教育委員会と母子保健事業というのは連携していか

なければなりませんので、そのことが大きな課題になってこようかと思いま

す。 

  それから、幼児教育の充実といたしまして一番下の項目に挙げさせてもら

っておりますけれども、保育所のＩＣＴへの推進事業を実施してまいります。

こちらについては、園と保護者との連絡であったりとか登校であったりお休

みであったりとかの連絡関係、保育士さんの仕事が少しでも楽になるように

というところに視点を当てて、保育士の確保であったりとか、保育士が長く

勤められる職場というところも見据えたところで、保育所のＩＣＴ化を進め

ていこうと考えております。 

  ３番の子ども・家庭支援の充実というところで、子育て支援事業や保育所

などの利用に当たっての支援というのは１項目追加させていただいておりま

して、保護者の方がどの子育て支援サービスを使ったらいいかというような

御相談に乗って、保護者の方が納得のいくような形で子育て支援サービスを

使っていただけるような取組をしていこうと考えております。以上です。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  文化・スポーツ推進課の主要施策について、御説明いたします。ページ数

は１４ページと１５ページになっております。 

  こちらについては、社会教育の活動においてそれぞれのライフステージに

応じた心の豊かさを実感できるような環境づくりを推進していこうという形

で施策を展開しております。 
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  １番の社会教育団体等の育成支援と連携の強化、それから文化施策の振興、

スポーツの振興、社会教育活動の充実につきましては、今年度はコロナ禍と

いうことで様々な行事が中止になったり、縮小という形になっております。

活動されている皆さんにとっては楽しみにされている事業でもありましたが、

来年度につきましてもコロナ禍ということがしばらく続くかと思われます。

ただ、その中にあっても縮小という形であっても、できるだけ活動に対して

の支援ができるように努めてまいりたいと思っております。 

  ５番の青少年の健全育成と交流体験活動事業の充実といたしまして、丸の

一番下の子どもの才能の芽を育む事業の実施というところで、新しい事業の

展開を予定しております。先日も新年度予算のところで御説明させていただ

きましたが、幼稚園と保育園に対しまして管楽器の演奏者によりますアウト

リーチの演奏会の実施を予定しております。こちらについても新規事業にな

りますけれども、担当しているところと協力いたしまして実施をさせていた

だきたいと思っております。 

  それから６番の文化財の保護と学習機会の充実というところです。こちら

につきましては、国指定史跡筑豊炭田遺跡群というところで、石炭記念館が

指定を受けております。こちらにつきまして、議案にも上げさせていただい

ておりますが、本年度は整備基本計画を策定しております。次年度以降につ

きまして、さらに詳しい基本設計という形で事業を進めてまいりますので、

こちらにつきましても事業を進めてまいります。 

  ７点目の男女共同参画社会の実現に向けた取り組みの推進というところで

す。こちらについては、昨年度よりも少し内容を変更させていただいており

ます。男女共同参画社会においての問題意識というのが年齢であったり、環

境であったり、それぞれの立場で男女共同参画における認識の違いが発生し

ていると思います。そこで、若年層に向けて就学児検診であったり、乳幼児

健診等を活用して若年層の現状、それからニーズというのがどういうものな

のかということで把握と、それと新たに分かりました若年層での課題、それ

に対しまして新たな施策を策定したいと考えております。 

  それから、既存の施策に関する情報提供、新たな施策の情報発信につきま

しては、こちらから対象者に向けての発信、それから配信方法の検討をして、

たくさんの方に情報が行き渡るようにしていきたいと考えております。 

  それから３点目、小中学校におけるジェンダー教育に関する授業スキーム

の検討ということで、こちらは若いうちから男女共同参画ということで、学

校の授業の中でいろいろ男女共同参画に関する啓発につながるよう事業展開

を実施していきたいと考えております。 

  以上でございます。 
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○山本教育長 

  それでは今、各課のほうから説明をいただきましたけれども、お手元の資

料の３ページからの先日、市長を含めて協議をいただきました直方市の教育

大綱、これを目指しての各課の取組ということで来年度どのような中身の取

組を進めていくのかということでの説明をいただいたところです。 

  この中身につきまして、何か御質問がございましたらお願いいたします。 

  中野委員。 

 

○中野委員 

  ７番の男女共同参画社会の実現のところの就学児検診や乳幼児健診等を活

用した若年層の現状やニーズとあります。その一例だけでも具体的にどのよ

うなことを考えているのですか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  就学児検診とか乳幼児健診に来られる方というのは、若いお母様、お父様

がほとんどでございますので、そういった若いお父様やお母様が例えば家庭

内での男女共同参画、どういった家事をなさっているとか、どういうことが

男女に対しての問題になっているのかとか、そういうアンケート調査をさせ

ていただいてどういう課題があるのかという認識をさせていただこうかなと

思っております。 

 

○中野委員 

  もう一つ、乳児健診とかそういうのは、どちらかというと大体平日にやら

れていますよね。お仕事をされていますので、どうしてもお父さんが一緒に

参加するということがなかなか難しいと思うんですよ。そういうところも少

し考慮していただいて、土曜とか日曜とかそういうところで御負担は大きく

なるかもしれませんけれども、考えていただくのもいいかなと思って。具体

的にやっぱり一緒に両親がみえるとかお父さんがみえて育児に参加するとい

うのは、日頃からやっていないとなかなか育休というのは取りにくくなると

思って、そういう身近なところから推進されていっていただいたほうがいい

かなと思います。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  ありがとうございます。 

 

○山本教育長 
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  参考までの御意見ということでお願いします。一つずつ確認していきたい

と思います。採決をいたしたいと思います。 

  ただいまの議案第３６号につきまして、賛成いただける方は、挙手をお願

いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  賛成多数で可決ということでお願いいたします。 

  続きまして、議案第３７号に進みます。直方市教育委員会事務局処務規則

の一部を改正する規則について、お願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  資料２をお願いいたします。 

  議案第３７号、直方市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則に

ついて、別紙のとおり提案する。令和３年３月１６日、直方市教育委員会、

教育長、山本栄司。 

  提案理由、直方市教育委員会事務委任規則第２条第２号の規定により提案

するものでございます。 

  前回の教育委員会で、教育部長のほうから組織改編の形について説明させ

ていただきました。あの組織に基づいて、各係の事務を定めるものでござい

ます。 

  教育総務課教育総務係は、教育委員会の会議、また教育委員会事務局に関

する事務、教育大綱や総合教育会議の事務局についても所管することになり

ます。 

  ９番から１０番目、これは学校教育課のほうから移管を受ける部分です。 

学校徴収金、共同学校事務室、児童生徒の保健衛生、保険に関すること、

けがをしたときの保険などに関することについて移管を受けております。 

  それと、就学援助事務、そして小学校、中学校の給食業務を教育総務係の

ほうで所管していくようになっております。 

  次に、学校管理係です。学校管理係につきましては、学校施設の整備、そ

れと備品の購入管理というところを所管してまいります。 

  次のページをお願いいたします。 

  ８番、学校給食施設につきましては、現在の学校給食係が所管しておりま

したけれども、学校管理係のほうに移管することによって業務の効率化を図

っていきたいと考えております。 
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  また、先ほど言いました児童生徒の保健衛生に関する備品や消耗品管理に

ついても学校管理係のほうでやっていきたいと考えております。 

  １１番目が先ほども少し触れましたけれども、市立学校の設置及び廃止に

関するということで、今後の方針等はまだ全く決まっておりませんけれども、

再編等を見越した中で学校整備を、施設管理を進めていくということで、こ

の部分も現在の教育総務係のほうから移管しているところでございます。 

  学校教育課は、１４番の小中学校に係るＩＣＴ活用に関する方針等はここ

で検討していくことになります。 

  それと１２番、コミュニティ・スクールに関することについても、今回新

たに事務分掌として起こしているところでございます。 

  学校教育係につきましては、学校教育課でする経理等に関することや就学

事務、学級編制に関する事務等、引き続きここの係で行っていくことになっ

ております。 

  こども育成課です。福祉や保健部分につきましては市民部に移管いたしま

して、幼児教育の推進に特化するということで現在の保育所等を所管します

こども育成係、それと幼児教育推進係ということで、地域子育て支援センタ

ーも併せてここで新しく係を起こしています。 

  最後、文化・スポーツ推進係です。スポーツ推進につきましては、担当参

事補がいますが、ここを新たにスポーツ推進係ということで係として起こす

ことで、さらなるスポーツ行政の推進に努めていくことになります。 

 

 

○山本教育長 

  何か御質問がございましたらお願いします。それでは、採決をいたしたい

と思います。 

  ただいまの議案第３７号につきまして、賛成いただける方は、挙手をお願

いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。賛成多数で可決ということで確認させていただき

ます。 

  続いて、議案第３８号、筑豊炭田遺跡群整備基本計画の策定について、原

課長、お願いします。 
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○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  議案第３８号、筑豊炭田遺跡群(旧筑豊石炭鉱業組合直方会議所及び救護

練習所模擬坑道)整備基本計画の策定について、御説明いたします。資料３

をお願いいたします。 

  本案は、直方市教育委員会事務委任規則第３条の規定により提案するもの

です。座って説明させていただきます。 

  お手元にお配りしております資料３―１の答申書を御覧ください。 

  本議案は、令和２年７月の定例教育委員会において、整備基本計画の策定

に係る直方市文化財等に関する有識者委員会への諮問について承認をいただ

き、令和２年９月９日付で有識者委員会へ諮問した案件でございます。今般、

有識者委員会で御審議いただき、令和３年２月２４日付で別紙資料３－２の

とおり整備基本計画案の答申を受けております。それでは、計画の概要につ

いて御説明いたします。 

  本計画は、昨年度策定した筑豊炭田遺跡群保存活用計画を基礎に、今後実

施を予定している整備事業の基本計画をまとめたもので、本史跡の目指すべ

き基本方針や整備活用について記述しております。 

  目次を御覧ください。第１章から第３章までは、計画策定の沿革・目的、

計画地の現状、史跡の概要と変遷を記述し、第４章で保存活用に関する史 0

跡整備の課題を、第５章で史跡整備の考え方と基本方針を、第６章では保存

活用に関する整備計画を、第７章から第９章までは活用、運営、事業計画を

記述しております。 

  ７７ページをお開きください。整備の考え方につきましては、７７ページ

の中段ほどに記載いたしましたとおり、我が国の近代化と戦後復興を支えた

筑豊炭田遺跡群の歴史について、一体的に学ぶことのできる史跡整備の実現

を目指すものです。 

  ８３ページから９０ページには、史跡として価値を保存するために、取り

組むべき保存に関する個別整備計画を、９１ページから９６ページには、こ

の史跡が歩んだ近代化や戦後復興の歴史をより多くの人々に分かりやすく伝

えるために、取り組むべき活用に関する個別整備計画が示されております。 

  なお、本計画案につきましては、２ページから３ページに記載いたしてお

りますとおり、景観工学、都市計画、産業経済史の各分野の専門家と地元選

出者からなる有識者委員会での度重なる御審議、文化庁、福岡県文化財保護

課による指導、助言、ワークショップによる市民との意見交換など議論を尽
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くして作成されたものでございます。以上、議案第３８号について御説明い

たしました。よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  国指定史跡にしていただいております筑豊炭田遺跡群、これに関しまして

の市からの諮問に応じました有識者委員会のほうから、この整備基本計画案

というものが返ってきているということでの説明でございました。この内容

につきまして何か御質問がございましたらお願いいたします。 

  それでは、採決いたしたいと思います。ただいまの議案第３８号、筑豊炭

田遺跡群(旧筑豊石炭鉱業組合直方会議所及び救護練習所模擬坑道)整備基本

計画の策定につきまして、賛成いただける方は、挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。賛成多数で可決ということで確認いたします。 

  続いて、議案第３９号に移ります。直方市文化財専門委員会委員の委嘱に

ついて、原課長、お願いします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  議案第３９号、直方市文化財専門委員会委員の委嘱について、御説明いた

します。資料４を御覧ください。 

  直方市文化財専門委員会委員の委嘱について、直方市教育委員会事務委任

規則第２条第１０号の規定により提案するものです。座って説明させていた

だきます。 

  文化財専門委員会は、文化財保護法第１９０条に置くことができると規定

され、直方市文化財保護条例において、文化財保護に関し、教育委員会の諮

問に応じて審議するため、直方市文化財専門委員会を設置すると定めており

ます。直方市文化財専門委員会規則において、定員は１０人以内、委員は学

識経験のあるものから委嘱するとし、任期は２年としております。 

  資料４－１の文化財専門委員会委員候補者名簿を御覧ください。 

  名簿掲載の７名に委嘱したいと考えております。上から５名は再任で、直

方第二中学校教諭、上川久美子氏、及び鞍手町歴史民俗博物館学芸員、長谷

川富恵氏の２名が新任となっております。 

  なお、今回の委員の任期は令和３年３月２９日から令和５年３月２８日に

なります。説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 
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○山本教育長 

  質問がございましたらお願いいたします。よろしいですか。 

  それでは、この案に賛成いただける方、挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。賛成多数で可決されました。 

  議案第４０号にまいります。直方市美術館条例施行規則の一部を改正する

規則について、原課長、お願いします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  議案第４０号、直方市美術館条例施行規則の一部を改正する規則について、

御説明いたします。資料５を御覧ください。 

  直方市美術館条例施行規則の一部を改正する規則について、直方市教育委

員会事務委任規則第２条第２号の規定により提案するものです。座って説明

させていただきます。 

  今回の改正の趣旨につきましては、令和３年３月議会において、美術館協

議会に関する規定を追加する美術館条例の一部が改正されたことに伴い、規

則の条文整備を行うものです。内容を御説明いたしますので、資料５－２の

新旧対照表を御覧ください。右側が旧、左側が新となっております。 

  第３条、第４条、第８条は引用条文の条ずれに伴う改正でございます。第

１２条に、美術館協議会に関する規定を新設しております。第１項は、直方

市美術館協議会に会長、副会長を置くことを、第２項は、会長、副会長は、

委員の互選により定めること、第３項は、会長の役割を、第４項は、副会長

の役割を、第５項は、会議は必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる

こと、第６項は、会議は委員の過半数が出席しなければならないこと、第７

項は、議事は、出席委員の過半数で決することを規定しております。 

  第１３条から第１５条までは、引用条文等の条ずれに伴う改正です。 

  様式第１号から６号までは、様式内記載文章の条ずれに伴う修正と押印制

度見直しにより、原則押印の義務づけを廃止することから押印を削除する修

正を行っております。 

  附則といたしまして、この改正は令和３年４月１日から施行するとしてお

ります。よろしくお願いいたします。 
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○山本教育長 

  現行の直方市美術館条例施行規則、この規則の条例整備につきまして、何

か御質問がございましたらお願いします。 

  ただいまの議案第４０号の内容につきまして、賛成の方は挙手をお願いい

たします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  賛成多数で可決ということで確認させていただきます。 

  続いて、議案第４１号にまいります。直方市教育委員会教育施設等防火管

理規程の一部を改正する告示ということで、塩田課長、お願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料６をお願いいたします。 

  直方市教育委員会教育施設等防火管理規程の一部を改正する告示について、

直方市教育委員会事務委任規則第２条第２号の規定により提案するものでご

ざいます。 

  この防火管理規程につきましては、教育委員会の所管に属する学校、その

他教育機関、社会体育に関する施設の防火管理のための規程ということにな

っておりまして、組織改編等によりまして、対象施設が外れるという形にな

ってきます。新旧対照表により御説明いたしますので、新旧対照表をお願い

いたします。 

  新旧対照表の別表第１の２ページ目、健康福祉課別館、これは今回の組織

改編によって市民部のほうに移管になる建物でございます。それから、直方

市立中央保育園、こちらにつきましては、３月の議会で中央保育園の建物が

譲渡されることになったものでございます。直方市立若草保育園につきまし

ては、譲渡が済んでいる建物で、改正が遅れていたものでございます。 

  防火管理規程の一部を改正する告示について、御説明いたしました。 

  よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  ただいまの件につきまして、採決をとりたいと思います。 

  それでは、議案第４１号につきまして賛成いただける方は挙手をお願いい

たします。 
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（挙手） 

 

○山本教育長 

  賛成多数で可決ということで確認させていただきます。 

  では、議案第４２号、４３号は一括して提案をお願いいたします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料７、直方市風疹(任意接種)予防接種事業実施要綱を廃止する告示につ

いて、直方市教育委員会事務委任規則第２条第２号の規定により提案するも

のでございます。 

  こちらの風疹の任意予防接種につきましては、妊婦さんの風疹の感染を防

いで、先天性風疹症候群の発生を予防することを目的としておりまして、子

供さんが生まれてからすぐに打つ風疹の予防接種とは別の大人になってから

の風疹の予防接種です。 

  こちらにつきましては、福岡県の風疹予防接種事業補助金交付事業と協調

補助というような形で予防接種事業をしておりましたけれども、県の予防接

種事業が廃止になりましたので、こちらの要綱についても廃止を行うもので

ございます。当初この事業をしていた理由といたしましては、風疹がはやっ

ていたというか件数が増えていたという事情がございまして、平成３０年で

県内の罹患者１６７名、平成３１年の８５名、令和２年度に事業を行いまし

たけれども５件の発生があったということで、数が減ってきたというところ

もありまして廃止という形になってきます。 

  続きまして、資料８の麻疹の任意予防接種について御説明いたします。 

  直方市麻疹(任意接種)予防接種助成事業実施要綱を廃止する告示について、

こちらにつきましても事務委任規則第２条第２号の規定により提案するもの

でございます。 

  こちらにつきましては、児童福祉施設にお勤めされている方が乳幼児の麻

疹感染拡大防止のために、保育所等に勤めていらっしゃる方に予防接種を受

けていただいて麻疹の広がりを防ぐというようなスキームでございました。

こちらも県と協調補助いたしておりましたけれども、県のほうで一定その効

果が出たというようなところから事業廃止になりましたので、直方市のほう

でも一旦事業を廃止して、また経過を見ていくような形になると思っており

ます。よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  ４２号が風疹、４３号が麻疹ということで両方とも県の事業廃止に伴って
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市のほうも廃止という流れでございますが、この二つにつきまして御質問等

がございましたらお願いいたします。よろしいですか。 

  では、この２件を合わせて一括して採決をしたいと思います。 

  議案第４２号、第４３号、賛成いただける方は挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  議案第４２号、４３号は可決ということで確認をさせていただきます。 

  議案第４４号にまいります。直方市立小中学校管理規則の一部を改正する

規則について、管理主事、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  資料９を御覧ください。 

  議案第４４号、直方市立小中学校管理規則の一部を改正する規則について、

直方市立小中学校管理規則の一部を改正する規則について、別紙のとおり提

案する。令和３年３月１６日、直方市教育委員会、教育長、山本栄司。 

  提案理由は、直方市教育委員会事務委任規則第２条第２号の規定により提

案するものであります。 

  新旧対照表を基に説明させていただきます。今回の改正の趣旨は、既に直

方市では直方市立学校教職員の働き方改革基本指針を定めており、正規の勤

務時間を除く在校等時間の上限を明記しております。国、県の方針としては、

方針指針ではなく規則に格上げするという方針に、福岡県教育委員会の学校

管理規則もその規則に上限を定めたところでございます。直方市においても、

今回、第２４条に教育職員の業務量の適切な管理等という項目を新規で定め、

これまでの教育指針に定められている勤務時間外、正規の勤務時間外の在校

時間等についての上限を定めたところでございます。 

  そのほかにつきましては、今回の改正に伴って法律の条文の項とか法律名

などの一部修正を行っているところでございます。 

  提案については以上です。 

 

○山本教育長 

  勤務時間の時間外の業務について、規則に定めるというところでございま

すのが、質問がございましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

  議案第４４号、直方市立小中学校管理規則の一部を改正する規則につきま

して、賛成いただける場合は挙手をお願いいたします。 
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（挙手） 

 

○山本教育長 

  賛成多数可決ということで確認をいたします。続いて、議案第４５号に移

ります。直方市立中学校部活動外部指導者派遣要綱の一部を改正する告示に

ついて、石丸課長、お願いします。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  資料１０を御覧ください。 

  直方市立中学校部活動外部指導者派遣要綱の一部を改正する告示について、

別紙のとおり提案いたします。 

  提案理由は、直方市教育委員会事務委任規則第２条第２号の規定により提

案するものであります。 

  中学校の部活の外部指導者というのは御存じのとおり教員の負担を軽減す

るということで、地域のスポーツの達者な方に来ていただいて、１日来てい

ただければ１，０００円の報酬を支払うという取組でございます。 

  新旧対照表を御覧になってください。 

  １０条で旧のほうですが、月日の記入と押印を行う、これは外部指導者。

また、学校長もその出勤簿を見て押印を行う、それをまた教育委員会に出す

という仕組みになっておりました。印を押す必要がもうなくなるということ

で、外部指導者も学校長もそうですが、月日、活動時間は記入にするという

ふうに定めています。 

  様式第２号を御覧になってください。ここも新旧の様式があります。右側

は、日にちと曜日、活動内容と本人の印鑑と校長印。新しくは、時間帯と指

導内容、あと日にちです。時間帯を書くのは、県から補助金をいただいてお

りまして、補助金申請には時間帯を書くようになっているためです。よろし

くお願いします。 

 

○山本教育長 

  中学校部活動の外部指導者は、出勤簿等に押印してもらっているのですが、

押印の廃止に伴ってその印鑑を削除しようという形のものでございます。 

  何か御質問がございましたらお願いします。よろしいですか。 

  議案第４５号、直方市立中学校部活動外部指導者派遣要綱の一部を改正す

る告示についてということで、これについて賛成をいただける場合は挙手を

お願いします。 



 

－18－ 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。賛成多数で可決ということで確認をいたします。 

  それでは、議案第４６号、直方市教育委員会交際費に関する要綱の一部を

改正する告示について、熊井課長、お願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  議案第４６号、直方市教育委員会交際費に関する要綱の一部を改正する告

示について、別紙のとおり提案する。 

  提案理由、直方市教育委員会事務委任規則第２条第２号の規定により提案

するものでございます。 

  新旧対照表で説明させていただきますので、新旧対照表をお願いいたしま

す。今回、改正しておりますのは二点です。一点目が、表の一番右側、親族

の場合、弔花２万円となっておりますけれども、これを左側、香典１万円に

変更いたしております。直方市長の交際費に関する要綱の内容と合わせたた

めです。 

  裏面をお願いいたします。右側の旧の部分ですけれども、表の上から４段

目に起工式、竣工式１万円という部分がございます。この部分につきまして

は、過去５年ほど支出がないことと、教育長交際費としてそぐわないため、

今回削除させてもらっております。ただ、どうしても必要となった場合は、

その他教育長が認めるものということで１万円以内ということがございます

ので、ここで対応していきたいと考えております。説明については以上です。 

 

○山本教育長 

  直方市教育委員会の交際費の中身を改編するということですが、これにつ

きまして何か質問がございましたらお願いします。よろしいですか。 

  それでは、ただいまの議案第４６号につきまして、賛成をいただける場合

は挙手をお願いします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。賛成多数で可決ということで確認させていただき

ます。 
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  それでは最後、議案第４７号と議案第４８号、一括して説明をお願いした

いと思います。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  議案第４７号、第４８号、一括で提案させていただきます。 

  議案第４７号、直方市教育委員会規則に規定する申請書等の押印の特例に

関する規則の制定について、別紙のとおり提案する。提案理由、直方市教育

委員会事務委任規則第２条第２号の規定により提案するものでございます。 

  併せまして、直方市教育委員会告示に規定する申請書等の押印の特例に関

する要綱の制定について、別紙のとおり提案する。提案理由、直方市教育委

員会事務委任規則第２条第２号の規定により提案するものでございます。座

って説明させていただきます。 

  市民の利便性の向上及び行政手続の簡素化のため、行政手続等における押

印の見直し方針に基づき、直方市全体として原則として押印の義務づけを廃

止することとなっているところでございます。この押印の見直しに係る規則、

要綱の改正については、この特例の規則と要綱を制定することで教育委員会

が所管しております個別の規則、要綱の内容にかかわらず、押印を不要とし

て運用を可能とするためのものでございます。 

  なお、来年度につきましては、それぞれ個別の規則、要綱の改正を行って

いき、この特例の規則、要綱については廃止していくような方針で進めてま

いります。直方市全体でそういう取組を行っているため、教育委員会といた

しましても、この規則と要綱を制定することによって押印の廃止を行ってい

きたいと考えております。以上で、説明を終わります。 

 

○山本教育長 

  第４７号、第４８号、直方市で取組を進めております押印の廃止に伴って

委員会のほうも改正をしていくということでございますが、一括して採決を

したいと思います。 

  ただいまの議案第４７号、直方市教育委員会規則に規定する申請書等の押

印の特例に関する規則の制定について、それから議案第４８号、直方市教育

委員会告示に規定する申請書等の押印の特例に関する要綱の制定について、

この２件、賛成をいただける場合は挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 
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○山本教育長 

  議案第４７号、４８号、賛成多数で可決ということで確認させていただき

ます。 

  ここから続いて、報告事項に移らせていただきます。まず３月定例会につ

いてお願いします。 

 

○安永教育部長 

  ３月の定例議会でございますが、定例議会での一般質問について主なもの

を御説明させていただきます。 

  資料１２を御覧ください。一般質問が１５件出ておりまして、そのうち教

育委員会に係るものになります。資料１２―２を御覧ください。 

  まず、安永浩之議員から、学校教育についてということで、質問の内容は

大きく二つでございました。中学校給食の喫食率、進捗状況、導入までのス

ケジュールを問う。もう一つは、自然災害時の登校について、現状を問うと

ともに教育委員会が統一した判断をすべきとの要望でございました。 

  まず、１番目の中学校給食についてですが、給食費無償化となった直近の

令和３年１月分については、６１．８８％という喫食率でした。２月９日、

先日の教育委員会におきまして、全員喫食、食缶によるデリバリー方式によ

る給食提供を令和４年２学期から実施するという方針を決定したところです。

今後のスケジュールについては、各学校の搬入口の工事を令和３年の夏休み

の期間中に、また令和４年１月から３月末までの間に、備品や消耗品の購入

及び調理や配送業務委託についての入札・契約を行いたいと考えております。

学校との調整や保護者への説明会なども合わせて、令和３年度末を目標に進

めていきたいと答弁しております。 

  続いて、２番目の自然災害時の登校についてですが、雪や雨については、

市内で地域差が市内の学校で、例えば上頓野小学校と南小学校というところ

では差があるために学校ごとに判断しているところです。台風や大雪警報が

前日から出ている場合などについては、予測ができ、市内全体に同じように

被害が出ると、影響が出ると考えられる場合については、教育委員会が近隣

市町の対応状況について情報収集して、小中学校の校長会長と協議した後、

市内小中学校の臨時休校、また登下校の時間の変更などを指示することにし

ております。今後は臨時休校等の判断については、小中学校と協議をしてい

く必要があるというふうに考えますとお答えをしております。 

  それから、髙宮議員の質問でひきこもり、不登園、これは幼稚園、保育園

にも通っていない就学前の児童ということです。それから、不登校児童・生

徒に関する対応についてということで、未就園児・不登校児童生徒への対応
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を問うということです。 

  非認知能力育成のために幼児教育保育の質の向上や幼児期の環境を整える

ことが、就学後の学力向上につながると考えております。未就園の理由は

様々でございますが、支援が必要な家庭などについては直方市要保護児童対

策地域協議会が児童相談所などと連携をして支援しております。また、不登

校児童生徒対応については、基本的には学校がきめ細かな電話連絡や家庭訪

問など学校復帰に向けて取り組んでおりますが、今後も学校教育課や適応指

導教室、その他の関係機関と連携して取組を進めていくとお答えをしており

ます。 

  それから森本議員の質問で、小中学校の再編についてということでござい

ます。先ほどの教育施策要綱の中にもありましたけれども、施設整備と併せ

て今後どう進めていくのかということで、これまでの経緯と近隣市町の現状、

今後の再編への取組についてということでございました。 

  平成２１年に「直方市立学校通学区域審議会」を設置して、そこで答申を

受け、取組を開始しましたが、その当時は地域住民の理解や財源の不足等が

ございまして、２７年度以降は進んでいない状況です。宮若市、飯塚市、鞍

手町など近隣市町で再編が進んでおります。本市の児童生徒の減少は進んで

おり、適正な児童生徒数の確保は今後重要な課題であると考えます。児童生

徒がよりよい教育環境の中で学習することが学力向上や心や体の発達に大き

く寄与すると考えますので、再編の検討を進めてまいりますとお答えしてお

ります。 

  渡辺和幸議員の義務教育における少人数学級の推進についてということで、

３５人学級ということを国が示されましたので、その内容と本市の取組につ

いて質問されました。 

  小学校２年生から６年生までの学級編制において、現在の４０人学級を令

和３年度から２年生の学年から順次３５人で１学級とすることに改められる

ことになりました。直方市においては、平成２３年度に国の施策どおりに１

年生を３５人学級措置しております。２４、２５年度は、市独自で２年生か

ら６年生までを、２６年度から本年度までは２年生から４年生までを３５人

学級としております。３５人学級対応の市の教員が「基礎定数」に組み込ま

れて、県費教員になれば市の財政負担は減りますが、今後、各学校で３５人

学級対応のための教員が増加した代わりに、今まで各学校に配置されており

ました指導方法工夫改善等の「加配定数」の教員が削減される状況が出てま

いります。対応については、児童一人一人に対するきめ細やかな指導の充実

を目指し、来年度からのタブレット等によるＩＣＴを活用した未来型授業の

本格的推進などによって効果的な授業の在り方などの研究をはじめ、総合的
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な視点で今後検討していきたいとお答えをしております。 

  澄田和昭議員から「学校におけるコロナ対策」についてということで、現

在までの感染状況と公表について、また学校での対策について質問がござい

ました。 

  これまで、小学校４校で陽性者が確認されて、学校閉鎖や学年閉鎖を行っ

ております。小中学校では、臨時休校などの場合は、個人の特定ができない

ように配慮しながら、市民に必要な情報を提供しております。理由といたし

ましては、情報を提供することで不正確な情報による混乱や憶測を防ぐため

ということでございます。陽性者が確認された場合は、保健所の指示に従っ

て消毒・清掃作業を行いますが、学校では日ごろからスクールサポートスタ

ッフや教職員による清掃・消毒を実施しております。学校規模に関係なく各

校１名の配置となっているため、大規模校については負担が大きいと認識し

ております。また、自動水栓やスクールサポートスタッフの配置について国

の補助金などが活用される場合には、今後検討していきたいとお答えをして

おります。 

  最後に、宮園議員からの子育て支援についてということでございまして、

内容は産前産後のケアや多胎児、双子、三つ子さんの場合の育成支援の充実

を図ってほしいという質問内容でございました。 

  産前産後のサポートといたしましては、現在は保健師等による電話や戸別

訪問相談を行っております。産後ケア事業については、助産院に委託して母

親の心身の回復や育児支援を行っております。今後、利用対象者を来年度か

ら拡大することになっております。また、産前産後ヘルパー派遣の研究に努

めてまいりたいと考えております。多胎児や独り親家庭については、地域子

育て支援センターや家庭児童相談員が支援しておりまして、今後とも相談者

と顔の見える関係を築いてまいりたいとお答えをしております。 

  定例会の一般質問については以上でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  ３月議会一般質問の教育委員会についてでございました。これから大きな

取組になってくるのが、中学校給食はこの間御審議いただきまして全員喫食

の方向で決まっていますので、取組を順次進めていくということになろうか

と思いますが、学校再編に関わっての部分がこれから数年かけて検討しなが

ら段取りよく進めていかないといけない、これがどういう形で再編をするの

か、校区の編成替えでするのか、もしくは学校との統廃合というものまでい

くのか、またそこには小学校給食室等、この施設の老朽化もあるので小学校
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の給食をどう提供していくのか、これからいろんな方面から検討をしていか

ないといけません。いろいろ御相談しながら進めていきたいと思っておりま

す。何か御質問等ございましたらお願いいたします。 

  よろしいですか。それでは、直方市保育体制強化事業補助金交付要綱の一

部改正について、塩田課長、お願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料１３をお願いいたします。直方市保育体制強化事業補助金交付要綱の

一部改正についてでございます。座って説明させていただきます。 

  こちらの要綱につきましては、保育士の働きやすい職場環境を整備するた

めに遊具の消毒、清掃業務、給食の配膳など、保育士でなくてもできる仕事

をする支援者を配置するために要した費用について補助するものでございま

す。時限的に補助金を出すようにしておりまして、これが令和３年の３月３

１日までとなっておりましたので、さらに３年間延長をしてこの補助金を執

行していこうとするものでございます。以上です。 

 

○山本教育長 

  何か御質問がございましたらお願いします。よろしいですか。 

  それでは、直方市多子世帯の幼稚園保育料補助金交付要綱の一部改正につ

いて、お願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料１４をお願いします。直方市多子世帯の幼稚園保育料補助金交付要綱

の一部改正についてでございます。 

  この補助金は、幼稚園に通園している多子世帯の経済的な負担を軽減する

ことを目的とした補助金でございまして、申請をいただいて補助金を御本人

様宛てにという形の事業スキームでございますけれども、行政手続の簡略化

のために様式に今までは押印をしていただいておりましたが、それを廃止す

るため様式の改正を行っております。以上です。 

 

○山本教育長 

  これも押印の廃止ということですが、御質問はよろしいですか。 

  続きまして、直方市保育所等における睡眠中の事故防止対策事業補助金交

付要綱の制定について、塩田課長、お願いします。 
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○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料１５の直方市保育所等における睡眠中の事故防止対策事業補助金交付

要綱、新規の要綱でございます。 

  保育所においてはお昼寝の時間がございまして、睡眠時無呼吸症候群とい

うような病気で突然亡くなったりとかしないように、保育士が定期的に子供

さんの寝ている方向などを確認しているところでございます。こういった呼

吸状態が適切かどうかというような器具が今は売っておりまして、そういっ

た設備を取り入れた保育所さんに対してそういった器具代を補助するもので

ございます。以上です。 

 

○山本教育長 

  何か御質問がございましたらお願いします。中野委員。 

 

○中野委員 

  未満児の保育所になりますけれども、全保育所にその機械を導入するよう

な義務とか条例とかはないということですか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  義務ではございません。機器を取り付けて保育士さんの負担軽減を図ると

いうのは義務ではないんですけれども、子供さんの動きとか呼吸状態とかを

定期的に１５分とか、３０分置きとかに見ていくような形になりますので、

かなり負担はある状況になっています。そういったところを、器具を使うこ

とによって保育士さんの負担軽減に資するのは、その保育所に対して補助を

行っていくという形になります。 

 

○中野委員 

  保育士さんの負担軽減をはかり、人命、子供さんの命を大事にするという

ことですね。私の知り合いの子供さんも同じようなことで亡くなっているん

ですね。そういうことを私も身近に経験しておりますので、難しいとは思う

んですけど大事ですね。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  器具を使ったからといって、子供さんの状態を見ないでいいというわけで

は当然ないです。あくまでも補助具というような形です。ただ、見ましたと

いうようなことを、紙でつけ込みしたりしているんですね。右を向いている、

左を向いていると。ペーパーになるとどうしても後からの管理が大変になり
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ますので、データ化ができるようなことも含まれておりまして、ＩＣＴ活用

の中の一環というような形で活用していっていただければと思っております。 

 

○中野委員 

  直方市内でそういう今事件、事故はあるのですか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  最近では聞かないところです。ただ、国のほうから度々突然死については

気をつけなさいよという通知は来ておりますので、全国的にはそれなりの件

数が発生しているのではないだろうかと考えています。 

 

○中野委員 

  ありがとうございます。 

 

○山本教育長 

  それでは、直方市保育所等におけるＩＣＴ化推進事業費補助金交付要綱の

制定について、塩田課長、お願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  直方市保育所等におけるＩＣＴ化推進事業費補助金交付要綱の新規制定に

ついてでございます。 

  こちらにつきましては、さっきの教育施策要綱の中でも触れさせていただ

いておりますけれども、保育所で保育に関する計画・記録に関する機能、園

児さんの登園及び降園の管理、保護者との連絡に関する機能等のシステムを

導入した場合の経費について一部補助をするものでございます。新規制定で

ございまして、令和３年４月から施行するとしております。以上です。 

 

○山本教育長 

  これについてよろしいですか。それでは続きまして、直方市保育の必要性

の認定基準及び保育所利用に関する事務取扱要綱の一部改正について、お願

いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  直方市保育の必要性の認定基準及び保育所利用に関する事務取扱要綱の一

部改正する告示について、御説明いたします。この要綱につきましては、保

育所の入所調整等に使っている要綱でございまして、保育の必要性の度合い
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を直方市の場合は点数化して入所調整を行っております。その中で独り親世

帯につきまして、本人の基準点を単純に２倍というような形で取扱いをして

おりました。１５点であれば３０点という形で取扱いをしていたところです

けれども、この取扱いには明確に独り親に有利になるようになっていないと

の考え方が示されましたので、明らかに独り親については加点を行うような

点数配分に今回改正をいたしました。具体的には、独り親の場合、その方の

持ち点が１５点である。それに保育所入所の基準点の最高点である２０点加

算すると、それに加えて独り親加算点ということで６点を加算するというよ

うな形に改めるものでございます。それから、併せて行政手続の簡略化のた

めに押印しなくても申請ができるように様式についても改正することとして

おります。以上です。 

 

○山本教育長 

  何か御質問がございましたらお願いします。 

  では、直方市造血細胞移植後定期予防接種再接種費用助成事業実施規程の

制定について、お願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  直方市造血細胞移植後定期予防接種再接種費用助成事業実施要綱、これは

新規制定でございます。 

  こちらにつきましては、骨髄移植等で白血病とかで造血幹細胞移植をされ

て、今まで幼少のころから打ってきた予防接種の効果がなくなってしまうと

か、効果が薄れてしまった方につきまして再度接種をし直す必要が出てきた

場合、費用負担を市のほうで図っていくものです。新規でございます。 

 

○山本教育長 

  これにつきまして、何か御質問がございましたらお願いします。 

  それでは報告事項の最後になりますが、小学校における徹底反復学習の取

組について、お願いします。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  お手元の資料１９、当日配布を御覧になってください。 

  先ほど教育長からも説明がありましたが、隂山英男さんという方がいまし

て、立命館大学の教授、また小学校副校長、安倍内閣の「教育再生会議」の

委員などもされています。今、全国に徹底反復学習を進めていますが、近く

で言ったら飯塚市がこの取組を１０年前から行ってて、基礎学力、学力の向
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上に役立っているということです。１０年ぐらいたって、ようやく全ての小

学校でこの取組がまとまってできるようになったと、それぐらい逆に言うと

継続が難しい取組です。 

  普通の学習とどこが違うかと言うと、先ほど言いました朝の１０分の時間、

普通だったら漢字のドリルをしなさい、このページ、計算をしなさい、とや

らせるんですけれども、徹底したこの反復学習の違うところは百ます計算と

いう１００問の問題がある。掛け算も１００問、足し算も１００問、引き算

も１００問、それを用意始めと言って解かせます。最初は掛け算だったらそ

の問題は５分ぐらいかかったとします。次の日、全く同じ掛け算の問題をす

るんですよ。そうしたら昨日のあれがあって少しは早く解けるようになる。

よく解けたねと言って子供の集中力も上がってきます。それを実は２週間同

じ問題をさせるんですよ。そうしたらもうぶわーと書けるようになって、書

くことで脳が活性化される。それが百ます計算。 

  音読という取組もあって、音読は普通の音読の教材、いろんな漢文でも漢

詩でもいいんですけれども、それをぱっと姿勢よく大きな声で口を大きく開

けてみんなで読む、一人ずつ読む、いろんな読ませ方があるんですよね。群

読というのがあったり、立って読んで座って読んでとかそういったのもやり

ます。漢字は普通だったら１年間を通して教えるんですけれども、全漢字と

いう取組があって５月の最初までに１年間で習う、４年生は２００字ぐらい

習うんですね。それを全部５月の初めに徹底的に教えるんですよ。６月から

次の年の３月まで一生懸命練習をさせて繰り返し練習をさせて、ほとんどの

子供が漢字の習得率が９割以上あると、そういった取組でやらせ方に違いが

あるんですね。西小学校で昨年度からこの実践を行っていますので、先ほど

教育長がおっしゃったように西小学校に研修に行きました。西小学校で百ま

すとかやっているところを実際にほかの学校の先生が見て、これを進めてい

こうかと今そういうふうな段階になっています。 

  ただ、この取組は難しいので学校ごとで実態に合わせて取組は進むと思い

ます。例えば毎日朝にやるのがいいんですけれども、今読み聞かせをどの学

校もやっていますから、読み聞かせをすぐにとるわけにはいきませんから、

読み聞かせは読み聞かせでやって、その日は昼からやろうとそういう計画を

３月の末まで各学校で出してもらうようにしています。 

  あと、隂山さんも夏休みぐらいに呼んで、職員の研修を打って、できたら

隂山さんに授業をしてもらうことも考えています。教育委員にも見に来てい

ただければと考えていますので、よろしくお願いします。以上です。 
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○山本教育長 

  学校の先生方には学力向上で取り組んでもらっていますが、直方市の子供

の学力は深刻な状態でそれを上げていかないといけないとしたときに、授業

改善で取り組むことの以前の部分、変えていかないといけない部分があるな

と思っています。それが何かと言ったら集中力や、本当に学力の基礎、基本、

基盤の部分。そういったところをきっちり身につかせていかないと、その上

の授業自体を工夫しても何をしてもあまり効果がないと。その辺をやってい

くには、こういう取組をやっていくしかないかなと思っています。実際にこ

れが成功している学校なんかを見たときに、先生と子供の関係が非常によく

なるんですよ。指導者と子供の関係として、先生の号令で子供たちがさっと

動くとか、そういう関係づくりも非常にできていて、学習規律の育成という

ことにもかなりつながってくると思いますので、その辺にも期待をかけて、

次年度から取組を進めていこうと思います。またその辺の取組が進みだしま

したら、教育委員にも様子を見てもらいたいと思っております。 

では、報告事項につきましては以上でよろしいでしょうか。 

  それでは、その他のほうに移ります。４月行事について、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  令和３年度４月行事予定について説明いたします。直方市のところです。 

  １日木曜日は、事務局と新任校長を含む校長の顔合わせの意味も含む臨時

校長会議を開きまして、その後に一般職員の辞令交付。転入者及び新規採用

教員が、来年度小学校、中学校に多数入ってきますので、その拠点校指導員、

指導する側の教員に対して辞令を交付いたします。本来であれば大会議室で

行っているところでございますが、今回は新型コロナウイルスのワクチン接

種の関係で大会議室が押さえられておりますので、一般の辞令交付の後、新

規採用教職員に関しての服務宣誓式を行う予定にしております。 

  ２日、定例校長会議、これは定例の会議でございますので、４月の教育指

導事項等の連絡を行います。 

  ６日が始業式。８日から中学校１年生、２年生の給食開始。 

  ９日が中学校の入学式でございます。小学校は２年生から６年生までが９

日から給食を開始する予定です。 

  １２日月曜日が小学校の入学式です。１１日日曜日、県知事選挙の関係で

体育館が使用されますが、体育館は限られた場所を使って実施するというと

ころで、予定どおり入学式は行います。 

  １５日木曜日、直方市の初任者研修の開講式を行う予定です。 

  １６日は、小中一貫教育の推進委員会と教育研究所の１年次研究員の辞令
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交付式を行います。場所のほうは未定です。 

  ２０日、火曜日が「夢授業」合同説明会ということで、キャリア教育研究

会という団体がございますけれども、そちらのほうが、学校にこういう形で

実施しますという説明を行う、その説明会でございます。 

  ２１日水曜日が第１回学力向上担当者会ということで、各学校の学力向上

の担当者を集めて直方市の学力向上に関しての取組に関しての報告をする予

定です。 

  ２２日、特別支援教育就学担当者会ということで、例年９月、１１月に教

育支援委員会という次の年に特別支援学級の利用であったり、特別支援学校

の就学であったり、そういうところを判断していくために資料の提出を求め

ております。それを担当する者に関してこういうふうな手続が必要ですとい

う担当者の説明会を行う会議を予定しております。 

  ２３日金曜日、中学校チャレンジウィーク運営委員会・学校部会でござい

ます。例年であれば６月の第２週あたりに３日間、中学２年生が各事業所の

協力を得て職場体験を行います。令和２年度は新型コロナウイルスの関係で

中止となりました。令和３年度についても、やはり感染対策の問題でかなり

実施は難しいかと思います。恐らく中止の方向になるとは思いますが、これ

まで各学校が職場体験で貴重な体験を実施していた関係もありますので、担

当者会議については予定どおり行うように考えております。 

  ２６日が、第１回不祥事防止対策検討委員会でございます。直方市の教育

委員会が年４回学校の不祥事防止の対策に関して実施しているものでござい

ます。 

  ２７日が生徒指導主事等研修会ということで、不登校防止やいじめの防止

などについて対策について説明を受け、未然防止の取組を推進していただく

ということでございます。 

  学校行事を見ていただいて分かりますように、予定されているのは例年の

取組、ふれあい教室とか日数を減らしたりするようなところもありますが、

通常の形に少しずつ戻りつつあります。これはあくまでも予定でございまし

て、今後感染状況拡大等によっては変更になる可能性もありますのでお知り

おきください。以上です。 

 

○山本教育長 

  ４月行事予定について説明がございました。何か御質問がございましたら

お願いします。よろしいですか。 

  それでは、最後、会議録署名委員の指名について、お願いします。 

 



 

－30－ 

○教育総務課長（熊井康之） 

  ３月分の会議録署名につきましては、中野委員にお願いします。 

 

○山本教育長 

  長時間にわたって大変お疲れさまでした。 

本日の教育委員会は、以上をもちまして終了いたします。 

 

 

 

 

（署名） 

        直方市教育委員会教育長 

           

           山本 栄司 

     

 

  

（署名） 

        直方市教育委員会教育委員 

         

           中野 昭子 

           

 

 

 


